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令和元年１２月２５日（水）

令和元年

第１３回（定例会）東かがわ市教育委員会議

会議録
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出席構成員

東かがわ市教育長 竹田 具治

委員（教育長職務代理者） 向山 正裕

委員

大久保 尚子

樫原 文子

欠席構成員

山本 勝博

説明のため会議に出席した者の職氏名

学校教育課長 中川 敬彦 学校教育課 副主幹 岸本 禎

生涯学習課長 中川 晃代 学校教育課 副主幹 安本 薫

学校教育課 副主幹 水口 由美子 学校教育課 主任主事 土井 直樹

学校教育課 副主幹 児嶋 佳高

職務のため会議に出席した事務局職員の職氏名

学校教育課 副主幹 水口 由美子

会議録署名人

教育長 竹田 具治、委員 樫原 文子

事務局担当書記 学校教育課 副主幹 水口 由美子

【特記事項】 傍聴人：０人
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議 事 日 程

【議 事 内 容】

（午後 １時３０分 開会）

■日程第１ 会議録署名委員の指名について

教育長が、本会議の会議規則第６条の規定に基づき、竹田教育長と委員の中から１名、

樫原委員を指名。

日程第１ 会議録署名委員の指名について

日程第２ 会期の決定について

日程第３ 令和元年第 12回（定例会）東かがわ市教育委員会会議録の承認について

日程第４ 教育長報告

日程第５ 議案 第１号 東かがわ市教育委員会事務局組織規則等の一部改正について

日程第６ 議案 第２号 令和 2年度入学する学校の変更申請者の承認について

日程第７ 報告 第１号 校務支援システムにおける指導要録通知票の作成等について

日程第８ 報告 第２号 令和 2年度部活動体制について

日程第９ 報告 第 3号 入学時・進学時学用品について

日程第 10 報告 第 4号 平成 31年度東かがわ市立小中学校教職員の業務に関する実態調査について
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■日程第２ 会期の決定について

教育長から、本会議の会期について１日でよいか意見を求める。

<質疑>
○ 委員 １日で了承。

■日程第３ 令和元年第１２回（定例会）東かがわ市教育委員会会議録の承認について

学校教育課長から会議録について説明。

<質疑>
○ 特になし。

■日程第４ 教育長報告

竹田教育長から、１２月（１１月２６日から１２月２５日）に出席した行事等について

報告。

また、今後の予定について報告し、質疑を求める。

■日程第５ 議案 第１号 東かがわ市教育委員会事務局組織規則等の一部改正について

学校教育課・児嶋副主幹が説明。

<質疑>
○ 特になし

■日程第７ 報告 第１号 校務支援システムにおける指導要録通知票の作成等について

学校教育課・安本副主幹が説明。

<質疑>
○ 向山委員 英語の評価も最終的には９年生の４．３．２を基盤に考えてよいと

思います。要録の写しについては、大内小と大川中の場合はやむを

えないし、引田小・中については同じ職員室なので、常々繋がって

おれば進級でもいいと思います。小学校の指導を生かせる体制が引

田と白鳥はできています。大川中の場合は職員室が別なので仕方あ

りません。外からログインできないよう検証して下さい。
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○ 中川課長 インターネットを通してきますので、内外ともにセキュリティをか

けています。

○ 安本副主幹 システム担当とも相談し、進めたいと思います。

■日程第８ 報告 第２号 令和２年度部活動体制について

学校教育課 岸本副主幹 説明

○ 教育長 来年度の入部予定者も含めてで確定ではありませんが、それをベー

スに検討しているところで、中間報告です。

○ 向山委員 ガイドラインがあって、基本的に部活動関係の転校は駄目というこ

とになっている。よって今の通学区域の学校で、したい部活動をさ

せてやりたい。そのためには、その学校ではなく市内の学校内で練

習をする。それと大会にも参加させてやると言う方向で検討してい

ただいているということですね。その中で、サッカーについては特

に大きいのでこれを基準に改革していくということですね。

○ 岸本副主幹 はい。

○ 向山委員 教員数も減っているので、指導は外部指導者で、顧問といいながら

引率程度という形であれば先生方もいいのではないでしょうか。

教員数が減っているので、顧問と正規の部活、両方をみているよう

なケースもあります。大会がずれていればいいですが同じ日であれ

ばそれも難しいところですね。

○ 教育長 一貫校で両方で考えてもらうスタンスでもいいのではないかと思い

ます。

○ 向山委員 そうですね、兼務辞令をだして。

○ 教育長 引田は全員兼務辞令を出しています。

○ 向山委員 顧問だけであれば練習に行けばいいですが、ただ移動の時の補償、

保険などはどうなるのか気になります。通学バスなどは先生は乗っ

ていませんが。

○ 大久保委員 手が離せるところは離して子ども達が自立できるようにまかせ、小

中一貫校になる良い機会ですので、顧問がいるだけで試合参加出来

る出来ないが決まるのであれば、小学校の先生方にもご協力をお願

いしたらよいと思います。

○ 向山委員 外部指導者も育成して探したらよいと思います。部活動のあり方を

理解してもらって指導員になってもらうといいと思います。

○ 樫原委員 以前に、中体連は合同チームは認められないと記憶にありますが、

合同チームは総体などに出られるのでしょうか。

○ 教育長 いろいろなケースがあって、例えばサッカーでいうと引田の希望が 4
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人で白鳥が 9人で男子であればこれは片方ずつであっても 11人に満
たないので合同チームでも OKですが、白鳥の子が大川と一緒にな
りたいとしても大川が 11人いる場合は合同チームは組めません。細
かい規則があります。

○ 樫原委員 それをクリアすれば合同チームで出てもかまわないということです

か。

○ 教育長 その状態であればかまわないということです。

○ 中川学校教育 それぞれ学校ごとに顧問が必要になりますが、そこがネックです。

課長 市からの要望も上げたり、県議も動いていただいて、県の要望で上

げていますので少しでも前に向いていくかと思います。

○ 向山委員 練習だけでなく大会にも出られるようにしていただければと思いま

す。

○ 教育長 原則的にはこの形で、今まで部活動による区域外就学は認めないと

していましたので、そのスタンスでいきたいと思いますがよろしい

でしょうか。

○ 委員 はい。

■日程第９ 報告 第３号 入学時・進学時学用品について

学校教育課 岸本副主幹・水口副主幹 説明

<質疑>
○ 向山委員 個人で購入する物との違いがよく分かりません。それと入学時と進

学時の物であるならこれ以外にもありませんか。教材、副教材でも。

例えばルールブックなどほかにもいろいろあると思いますが。

○ 中川学校教育 今回新たな動きで、保護者負担の軽減ですが、現金を渡すよりもや

課長 はり現物で、学校で用意出来る物は揃えていこうということで、保

護者にすると 9,000円程度は軽減できるということで、まずはスタ
ートということでご理解いただきたいと思います。また、先程、向

山委員さんのおっしゃっていた教材等が今後保護者負担での軽減に

必要であれば増やしていけるよう検討していけばと考えています。

○ 教育長 これは 2月の校長会で周知してみて、申請届け出がでると思うので
その前に本当に必要なものを精査したらと思います。予算がありま

すので難しいところもありますが。

○ 中川学校教育 この一覧表で予算査定は受けております。今後最終は市長査定があ

課長 りますので例えば増えるようであれば、そこで追加するということ

も可能かと思います。基本的には学校に置いて備品的な扱いの中で
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長年使える物を今回計上しました。

○ 樫原委員 鍵盤ハーモニカは一人 1台ずつの人数分購入して、来年は備品で置
いておいて、人数が増えたらその分を買い足すようにするのでしょ

うか。

○ 中川学校教育 はいそうです。あとはホースと口を個人で購入してもらう事になり

課長 ます。すでに白鳥小学校では実際に使っています。どうしても人が

使った物がいやな場合は個人購入でもかまいません。

○ 教育長 方向としては負担軽減の方向でかまいませんか。。

○ 委員 はい。

■日程第 10 報告 第４号 平成 31年度東かがわ市立小中学校教職員の業務に関する実
態調査について

学校教育課 岸本副主幹説明

<質疑>
○ 向山委員 18ページの課題ある児童生徒への対応件数が増えているのに、時間

外勤務が減っているのはどうしたんでしょうか。もしかしたら増え

ているのに切っているんでしょうか。

○ 岸本副主幹 ある一定の小学校が一定の保護者の対応に苦慮しているところもあ

り、延べ件数ですのでそれが増えているということで、ある小学校

ではかなり増えている。問題の無いところはすっと減少していると

いうことで平均を取ったら下がっているということです。

○ 教育長 苦情や限られた保護者からのクレームが非常に時間がかかりますが

同じような話です。

○ 向山委員 ２の「放課後や勤務時間外に行った主な業務内容について」の学習

指導の、ここが減っていますが一番関わらなければいけないところ

が減っている。学習指導のところは減ってはいけないと思いますが。

○ 岸本副主幹 そうですね。ここは根幹のところなので、しっかりしていくような

かたちの業務改善ができたらと思います。

○ 教育長 放課後の時間が取れていないので、指導をするように言っても時間

が取れないのが現実です。

○ 大久保委員 私も気になりました。勤務時間が減っていくのはいいことなんです

が、全部減らして良いというものではないと思います。残すところ

は残してほしいと思いますが。

○ 向山委員 そのあたりは大事にしてもらいたいと思います。数字を見るとベテ

ランの先生は、すぐに出来ますが、若い先生は時間がかかるのでそ
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の差が数字に出てきているのかと思います。子どもとの時間を作れ

るように業務改善していただきたいと思います。

○ 教育長 トータルでは減ってきていますが、まだまだ 1週間の残業を 1日の
時間に割るとかなりの時間で 3時間から 5時間になります。まだま
だ業務改善が必要です。県の方がどんな状態になるのか分かりませ

んが、委員さんがおっしゃるとおり、これが固定化されないように

徹底して子どもに対応する時間を中心に考えられるようにしていけ

たらと思います。

これにつきましては、継続的にチェックをしながら改善していきた

いと思います。よろしいでしょうか。

○ 委員 はい。

■日程第６は非公開とする。

午後２時２９分 閉会


